
重力屈性に影響を及ぼす生理活性物質の開発と農林業への利用

〔研究タイプ〕
産学機関結集型A

〔研究期間〕
平成２５年～２７年（３年間）
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つる性雑草のつるの巻きつき防止、植物の匍匐性や根の生長方向等には重力屈性が関与することが知

られている。これまでにシス桂皮酸とその誘導体が重力屈性に影響することを見出した。そこで、シス桂皮酸

の誘導体と分子プローブを合成し、重力屈性に影響を及ぼす物質を明かにする。また、シス桂皮酸以外の新

たな重力屈性阻害天然物を探索する。これらの物質の作用を遺伝子レベルで明かにする。最も有望な物質を

用いて圃場レベルで実用化をめざした試験を行う。

① クズのようなつる性雑草の防除に利用できる。アレチウリ、外来種アサガオ類、アメリカネナシカズラなど、
近年農作物への被害が拡大している外来のつる性雑草の防除にも適用可能である。

② 植物の伸長生長は阻害せず重力屈性のみ阻害する物質が得られた。これらの物質により植物の生長ベ
クトルを制御することで、雑草抑制、匍匐性植物の開発、果実の糖度上昇に利用できる可能性がある。

① シス桂皮酸誘導体を約３５０種合成し、地上部の重力屈性のみ、根部の重力屈性のみ、および双方を特
異的に阻害する誘導体群を得た。最強の活性物質は10nMで重力屈性のみを阻害する活性を示した。

② シロイヌナズナ、アメリカネナシカズラ、レタス等を用いて重力屈性を検定する生物検定系を３つ開発した。

③ 天然物から重力屈性を阻害する物質を探索し、食品成分や食品添加物として知られている芳香族ケトン
系物質と揮発性のある環状ケトン類に新たに重力屈性阻害活性を見出した。

④ 作用が強く人間や環境への安全性が高い天然物を用いて、電柱の支線に巻きつこうとするクズのつるの
巻きつき防止試験を２年間実施した結果、春から夏の繁茂期でも巻きつきを抑制できることを明からにした。

〔研究グループ〕
東京農工大学、 九州大学先導物質化学研究所、
徳島大学、徳島文理大学、名古屋大学
〔研究総括者〕
東京農工大学 藤井 義晴

① クズのつるの巻きつきを防止する資材を開発することにより、年間160億円と推定されるクズの防除に貢献
する。また、クズの繁茂がもたらす野生イノシシの増加などの二次的被害を防止することができる。

② 生長を抑制せず重力屈性のみ阻害する物質から、新たな概念の雑草抑制剤の開発が期待できる。平成
25年度の国内の除草剤市場は1,200億円であるが、その１％を代替すると10億円の経済効果がある。

③ 更に基礎研究が必要であるが、被覆植物の開発、果実等の糖度上昇技術を開発できる可能性がある。

全国

農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業（発展融合ステージ）/研究紹介２０１６

１ 研究の背景・目的・目標

２ 研究の内容・主要な成果

３ 今後の展開方向、見込まれる波及効果

４ 開発した技術・成果が実用化されることによる国民生活への貢献

公表した主な特許・論文

① 特願 2015-042924 シス桂皮酸類縁体、重力屈性調節剤 藤井義晴、他３名（東京農工大学、九州大学）

② 特願 2015-104742 新規化合物及び重力屈性調節剤 藤井義晴、他３名（東京農工大学）

③ Okuda, K. et al. cis-Cinnamic acid selective suppressors distinct from auxin inhibitors. Chem. Pharm. Bull. 
62, 586-590 (2014) .
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問い合わせ先：東京農工大学 TEL 042－367－5625 

（25029AB）重力屈性に影響を及ぼす生理活性物質の開発と農林業への利用 

研究の達成目標 

主要な成果 

今後の展開方向、波及効果 

国民生活への貢献 

重力屈性に影響を及ぼす物質を開発し、つる植物の
巻きつき防止作用や農林業への利用法を開発する 

①クズ、アレチウリ、外来アサガオ類のような難防除つる性雑草の防除 

①農耕地、送電線、各種法面、フェンス等におけるクズの被害の軽減 
②作物を阻害しない雑草抑制資材や匍匐性植物による雑草管理 

②生長ベクトルの制御による雑草抑制、被覆植物開発、果実糖度上昇 
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蛍光プローブによる活性物質の 
植物組織内局在性と動態解明 

ku-258  
対照区  

ku-98 

重力屈性を阻害
する物質 

シス桂皮酸はオーキシンとは異なる生理活性を示す 

①芳香族ケトン系物質 
②揮発性環状ケトン類 

新たに発見 
（食品成分） 

芳香族ケトン系物質、揮発性環状ケトン類を塗布 

選抜した物質は現地の電柱支線を用いた試験で
クズのつるの巻きつきを防止する活性を示した 

評価法の確立 
誘導体の有機合成 

天然由来活性物質の発見 

仕組みの解明 

活性物質 
の塗布区 

現地での実用化試験 

特許出願中 ① 特願2015-042924 ②特願2015-104742 

  特許②はJSTの支援制度で国際特許の出願に採択 

シス桂皮酸誘導体は３５０種 
新規天然物誘導体は８０種 
を合成し、開発した評価法を
用いて活性を検定した 

レタス、シロイヌナズナ、アメリカネナシカズラ等を 
用いた重力屈性に特異的な検定系を新規開発した 
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塗布範囲 

Wasano et al., Journal of Pesticide Science, 39, 85-90(2014)  
Okuda et al. Chem. Pharm. Bull. 62, 586-590 (2014)  
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東京農工大学、名古屋大学、九州大学 

九州大学、徳島大学、徳島文理大学 

東京農工大学 

東京農工大学、
九州大学、 
名古屋大学 

東京農工大学+電力会社の協力 
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